













































Structured Clinical Interview for DSM-illRを行い、 I軸生涯診断と H軸診断(人格障害)を調査した。
一日ー
また、両親に対しては、摂食障害、強迫性障害の生涯診断と強迫性人格障害の有無を半構造化面接により
直接調査した。両親の診断には、 bestestimate diagnosisを採用した。
【結果】 I軸生涯診断では、 AN-R発端者において対照群に比べて、大うつ病、気分変調性障害が多い傾
向を示した。また、強迫性障害は発端者、両親ともに 1名も認められなかった。人格障害では、回避性人
格障害が、 AN-R群発端者に多い傾向が見られた。強迫性人格障害はAN-R発端者で有意に多く、両親で
はAN-R群、対照群の父親にのみ認められ、発端者自身の強迫性人格障害の有無に関わり無くオッズ比は
6---7と有意に高値であった。
【結語】神経性食思不振症の摂食制限型と強迫性人格障害は家族内伝達において何らかの原因、脆弱性な
どを共有している可能性が示唆された。
以上の研究は、神経性食思不振症と強迫性人格障害との関係について、新しい知見をもたらしたもので
あり、今後この領域の研究に寄与する点は少なくないと考えられる。よって本研究は博士(医学)の学位
を授与されるに値するものと判定された。
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